
Ｐ２２６〔ルノー宛〕②： 《リージョナリズムの破壞》（小生解説文）・・・西歐近代（ C‘）への「近代化適應異常」（Ｄ１の至小
化）が、近代化を不十分（Ｄ１の至小化）にしたのみならず、加へて「日本文化：Ｄ１」の荒廢を齎し、その爲、リージョナリ
ズムの背景にある「共通項としての文化（Ｄ１）的連帶感」を抹消（Ｄ１の至小化）し、日本はリージョナリズムを唯の「土著
性（土地・家族的な共同體 C‘への沈湎Ｄ１の至小化）」にと換骨奪胎化してしまつた、と言ふ事を意味するのではなから
うか。つまり、「近代化（Ｄ１）とは樣式（Ｅ）を成立たしめる基盤たるリージョナリズム（地域主義Ｄ１＝文化Ｄ１的連帶感）
に對して破壊的作用（Ｄ１の至小化）を意味する」（『醒めて踊れ』Ｐ３９５）に通じる。⇒右項分へ。

＊以下參照文で指摘する「メカナイゼーション：Ｆ」等への不適
應（Ｅの至小化）と同樣に、このリージョナリズム（F）に對しても、
「所謂近代化（潜在的言葉：Ｆ）」へのso called（Ｅの至大化）を
なすべきを、それが出來なかつた事を意味するのである。

〔參照文〕＊「近代化（實在物：Ｄ１）の必要條件は技術や社會
制度（潜在的言葉：Ｆ）など、所謂『ハードウェア』のメカナイ
ゼーション（Ｆ：機械化）、システマライゼーション（組織化）、コン
フォーマライゼーション（劃一化）、ラショナライゼーション（合理
化）等々の所謂近代化（潜在的言葉：Ｆ）に對處する精神の政
治學の確立（Ｅ）、即ち所謂『ソフトウェア』（附合ひ方Ｅ：フレイ
ジング・so called）の適應能力（Ｅの至大化）にある」。
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